
インディペンデンスリーグ2023【関東】開催要項（抜粋） 
 

第1条〔大会正式名称〕 

インディペンデンスリーグ2023【関東】（以下「本大会」という。） 

 

第2条〔主催及び主管団体〕 

1. 主催団体：公益財団法人日本サッカー協会 一般財団法人全日本大学サッカー連盟 

2. 主管団体：一般財団法人関東大学サッカー連盟 

 

第3条〔大会趣旨〕 

多くの公式戦の機会が用意されているトップチームに所属できる人数は1 チームあたり30 名程度。多人数を抱える大学サッカー部に所属す

る選手の多くは、4 年間の大学在籍中に一度も公式戦に出場する機会がないまま大学生活を終えることとなる。この状況に対して、トップチー

ムに所属していない多くの選手に公式戦の出場機会を提供すること、また学生を中心としたリーグ運営（審判・大会運営など）の機会を創出

することを目的に本大会は設立された 

 

第5条〔目的〕 

1. トップチームに所属していない選手に、公式戦の出場機会を提供する 

2. 学生自身が選手としてだけでなく、審判及び大会運営を行うことで、主体性を高めるとともにサッカーマインドを育み、それぞれのサ

ッカー人生に成果として生かされることを期待して開催する 

 

第6条〔日 程〕 

1. 開催期間 

グループステージ 2023 年4 月29 日（土）～ 2023 年10 月22 日（日） 

1 部チャンピオンシップ 2023 年10 月28 日（土）～ 2023 年11 月3 日（金・祝） 

1 部自動昇格決定戦（２部） 2023 年10 月28 日（土）～ 2023 年11 月5 日（日） 

1 部自動参入プレーオフ参加決定戦（２部） 2023 年10 月28 日（土）～ 2023 年11 月5 日（日） 

1 部参入プレーオフ（入替戦） 2023 年11 月11 日（土）～ 2023 年11 月23 日（木・祝） 

2. グループステージ各節実施指定期限 

別添する「 I リーグ2023【関東】実施カレンダー」記載の期日を期限として原則各節を実施すること 

特別な理由により期限を超えて実施しなければならない場合は、事前にI リーグ事務局に連絡をし、承認を得ること 

 

第10条〔試合方法〕 

A) グループステージ 

1. 1 部リーグ：40 チームを各ブロック10 チームの4 ブロックに分け、ホーム＆アウェイ方式による総当たりのリーグ戦 

2 部リーグ：1 部リーグ所属チーム以外の参加チームを6 ブロックに分け、ホーム＆アウェイ方式による総当たりのリーグ戦 

2. 試合時間は90 分間（前後半各45 分）とする。尚、後半開始時刻は前半終了時から15 分後とする 

3. 順位の決定はリーグ戦全日程が終了した時点または第６条で定める決定期限時点での勝点合計の多いチームを上位とし、順位を決定す

る 

ただし勝点が同一の場合は、次の各号の順序により決定する 

（１） リーグ戦全試合の得失点差 

（２） リーグ戦全試合の総得点数 

（３） 当該チーム間の対戦成績（イ.勝利 ロ.得失点差 ハ.総得点数） 

（４） 全試合の反則ポイント（算出方法については別途記載） 

（５） 抽選 ※抽選は、昇降格チームの決定等、理事会が必要と判断した場合のみ実施される 

4. 競技規則は、現行の「サッカー競技規則」に従う。交代に関しては、競技開始前に登録した最大9 名の交代要員の中から計5 名までの

交代を認められる 

5. 試合中、主審より退場を命じられた選手及びチームスタッフは、本大会の次の1 試合に出場又はベンチ入りすることができない。本大

会のその後の処置については、規律委員会に於いて決定する。警告は累積し、本大会において累積3 回の警告を受けた者は、次の1 試

合の出場又はベンチ入りを停止する 

6. 前項の退場の理由が、審判員や選手等に対する侮辱や名誉棄損、暴言であった場合、前項本文の出場又はベンチ入りの停止は、最低3



試合とする 

 

B) 1部チャンピオンシップ 

1. 1 部リーグ各ブロック1 位となった4 チームをトーナメント方式により優勝以下第3 位まで決定する。尚、優勝以下第3 位までの3

チームは、「アットホームカップ2023 第21 回インディペンデンスリーグ全日本大学サッカーフェスティバル」への出場権を得る 

2. 試合時間は90 分間（前後半各45 分）とする。90 分を終了して勝敗が決しない場合は20 分間（前後半各10 分）の延長戦を行う。

それでも決しない場合にはペナルティキック方式により勝敗を決定する。尚、後半開始時刻は前半終了時から15 分後とする 

3. 競技規則は、現行の「サッカー競技規則」による。交代に関しては、競技開始前に登録した最大9 名の交代要員の中から計5 名までの

交代を認められる 

4. 試合中、主審より退場を命じられた選手及びチームスタッフは、本大会の次の1 試合に出場又はベンチ入りすることができない。本大

会のその後の処置については、規律委員会に於いて決定する 

5. 前項の退場の理由が、審判員や選手等に対する侮辱や名誉棄損、暴言であった場合、前項本文の出場又はベンチ入りの停止は、最低3

試合とする 

 

C) 1部自動昇格決定戦 

1. 2 部リーグ各ブロック1 位となった6 チームを抽選にて2 ブロックのリーグ戦により第1 位以下第3 位まで決定する。尚、各ブロッ

ク第1 位及び第2 位の4 チームは、1 部自動昇格となり、各ブロック第3 位の2 チームは、「1 部参入プレーオフ（入替戦）」を行う 

2. 試合時間は90 分間（前後半各45 分）とする。尚、後半開始時刻は前半終了時から15 分後とする 

3. 順位の決定はリーグ戦全日程が終了した時点での勝点合計の多いチームを上位とし、順位を決定する 

ただし勝点が同一の場合は、次の各号の順序により決定する 

（１） リーグ戦全試合の得失点差 

（２） リーグ戦全試合の総得点数 

（３） 当該チーム間の対戦成績（イ.勝利 ロ.得失点差 ハ.総得点数） 

（４） 全試合の反則ポイント（算出方法については別途記載） 

（５） 抽選 ※抽選は、昇降格チームの決定等、理事会が必要と判断した場合のみ実施される 

4. 競技規則は、現行の「サッカー競技規則」に従う。交代に関しては、競技開始前に登録した最大9 名の交代要員の中から計5 名までの

交代を認められる 

5. 試合中、主審より退場を命じられた選手及びチームスタッフは、本大会の次の1 試合に出場又はベンチ入りすることができない。本大

会のその後の処置については、規律委員会に於いて決定する。警告は累積し、本大会において累積3 回の警告を受けた者は、次の1 試

合の出場又はベンチ入りを停止する 

6. 前項の退場の理由が、審判員や選手等に対する侮辱や名誉棄損、暴言であった場合、前項本文の出場又はベンチ入りの停止は、最低3

試合とする 

 

D) 1部参入プレーオフ参加決定戦 

1. 2 部リーグ各ブロック2 位となった6 チームを抽選にて2 ブロックのリーグ戦により第1 位以下第3 位まで決定する。尚、各ブロッ

ク第1 位の2 チームは、「1 部参入プレーオフ（入替戦）」を行う 

2. 試合時間は90 分間（前後半各45 分）とする。尚、後半開始時刻は前半終了時から15 分後とする 

3. 順位の決定はリーグ戦全日程が終了した時点での勝点合計の多いチームを上位とし、順位を決定する 

ただし勝点が同一の場合は、次の各号の順序により決定する 

（１） リーグ戦全試合の得失点差 

（２） リーグ戦全試合の総得点数 

（３） 当該チーム間の対戦成績（イ.勝利 ロ.得失点差 ハ.総得点数） 

（４） 全試合の反則ポイント（算出方法については別途記載） 

（５） 抽選 ※抽選は、昇降格チームの決定等、理事会が必要と判断した場合のみ実施される 

4. 競技規則は、現行の「サッカー競技規則」に従う。交代に関しては、競技開始前に登録した最大9 名の交代要員の中から計5 名までの

交代を認められる 

5. 試合中、主審より退場を命じられた選手及びチームスタッフは、本大会の次の1 試合に出場又はベンチ入りすることができない。本大

会のその後の処置については、規律委員会に於いて決定する。警告は累積し、本大会において累積3 回の警告を受けた者は、次の1 試

合の出場又はベンチ入りを停止する 

6. 前項の退場の理由が、審判員や選手等に対する侮辱や名誉棄損、暴言であった場合、前項本文の出場又はベンチ入りの停止は、最低3

試合とする 



 

E) 1部参入プレーオフ（入替戦） 

1. 1 部リーグ各ブロック9 位となった4 チームと1 部自動昇格決定戦各ブロック3 位となった2 チーム及び1 部参入プレーオフ参加決

定戦各ブロック1 位となった2 チームの4 チームを抽選にて対戦カードを決定する。尚、勝者チームは1 部リーグ残留または昇格、

敗者チームは1 部リーグ残留または降格とする 

2. 試合時間は90 分とする。90 分を終了して勝敗が決しない場合は1 部リーグ9 位のチームが勝利（残留）とする。尚、後半開始時刻

は前半終了時から15 分後とする 

3. 競技規則は、現行の「サッカー競技規則」に従う。交代に関しては、競技開始前に登録した最大9 名の交代要員の中から計5 名までの

交代を認められる 

4. 試合中、主審により退場を命じられた選手等は、本大会の次の1 試合に出場することができない。本大会のその後の処置については、

規律委員会に於いて決定する 

5. 前項の退場の理由が、審判員や選手等に対する侮辱や名誉棄損、暴言であった場合、前項本文の出場又はベンチ入りの停止は、最低3

試合とする 

 

第14条〔表 彰〕 

優勝、準優勝、第３位（２チーム）のチームに表彰状を授与する 


